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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期
第２四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自平成28年５月１日
至平成28年10月31日

自平成28年１月１日
至平成28年４月30日

売上高 （千円） 7,043,394 4,505,295

経常利益 （千円） 389,625 543,933

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 257,950 420,567

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 269,096 410,409

純資産額 （千円） 2,660,132 2,443,444

総資産額 （千円） 11,121,595 10,475,970

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 49.22 80.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 43.10 70.27

自己資本比率 （％） 23.9 23.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 869,590 543,962

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △374,594 △606,736

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 456,280 △433,766

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,555,024 2,603,748

 

回次
第８期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年８月１日
至平成28年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.84

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．前連結会計年度は決算期変更により平成28年１月１日から平成28年４月30日までの４ヶ月間であったため四

半期連結財務諸表を作成しておりません。このため、前第２四半期連結累計期間の主要な経営指標等の推移

につきましては記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（注）前連結会計年度は、決算期変更により４ヶ月決算となっておりますので、前年同期比較については記載しており

ません。

　また、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種政策の効果もあり、

緩やかな回復へ向かうことが期待されております。

　保育業界におきましては、引き続き、保育士や用地の確保等の課題が大きく、待機児童問題がますます深刻化す

る中、事業所内保育に対する補助金や保育士の処遇改善に対する支援金等、保育施設の新規開設と保育士の確保を

推進すべく様々な施策が導入されております。

　このような状況のもと、当社グループでは、親会社であるライク株式会社の連結子会社である総合人材サービス

事業を営むライクスタッフィング株式会社との連携により、保育士の採用力と定着率の向上、事業所内保育施設の

受託の強化に注力いたしました。

　なお、平成28年12月１日に、ジェイコムホールディングス株式会社はライク株式会社へ、ジェイコム株式会社は

ライクスタッフィング株式会社へ、商号を変更いたしました。

 

当第２四半期連結累計期間において新たに開設した施設は７施設となりました。

（受託保育事業）　　　合計２施設

・病院内保育施設　　　合計２施設

岐阜県　　２施設（岐阜市２施設）

（公的保育事業）　　　合計５施設

・認可保育園　　　　　合計２施設

東京都　　２施設（新宿区１施設、板橋区１施設）

・学童クラブ、児童館　合計３施設

東京都　　２施設（品川区２施設）

千葉県　　１施設（浦安市１施設）

 

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,043,394千円、営業利益は237,259千円、経常利益は389,625

千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は257,950千円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（受託保育事業）

　受託保育事業におきましては、企業・病院・大学等が設置する保育施設の受託運営に注力しておりますが、保育

士不足が深刻化する中、受託契約の更改前に給与等の処遇改善を行った結果、売上は拡大したものの、利益は予算

を下回りました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,916,708千円、営業利益は129,040千円となりまし

た。

（公的保育事業）

　公的保育事業におきましては、立地等の条件面でも保育の品質においても利用者様に選ばれ続ける認可保育園や

学童クラブ等の新規受注と開設の準備に注力いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は5,126,685千円、営業利益は571,880千円となりまし

た。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

951,275千円増加し、当第２四半期連結累計期間末の残高は3,555,024千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得た資金は869,590千円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益389,625千円、新規

施設に対する設備補助金の受取額336,308千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は374,594千円となりました。これは主に認可保育園の新規開園に関する有形固定

資産の取得による支出276,117千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得た資金は456,280千円となりました。これは主に長期借入れによる収入1,000,000千円、長期

借入金の返済による支出が479,238千円生じたためです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,600,000

計 18,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年12月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,241,000 5,241,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であり

ます。

計 5,241,000 5,241,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成28年８月１日～

平成28年10月31日
― 5,241,000 ― 285,771 ― 503,893

 

（６）【大株主の状況】

  平成28年10月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ジェイコムホールディングス株式

会社

大阪市北区角田町８番１号梅田阪急ビル

オフィスタワー19階
2,625,800 50.10

株式会社シバノ
神奈川県藤沢市片瀬海岸三丁目23－18－

618
409,400 7.81

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 341,900 6.52

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－11 201,800 3.85

野村信託銀行株式会社（投信口）

東京都千代田区大手町二丁目２－２

（東京都江東区潮見二丁目９番15号

潮見GATE SQUARE 株式会社だいこう証券

ビジネスバックオフィス事業部振替業務

課気付）

106,500 2.03

サクセスグループ従業員持株会 東京都品川区西五反田一丁目１－８ 81,400 1.55

MSIP CLIENT SECURITIES

（常任代理人　モルガン・スタン

レーＭＵＦＧ証券株式会社）

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF,

LONDON E14 4QA, U. K.

（東京都千代田区大手町一丁目９－７大

手町フィナンシャルシティ　サウスタ

ワー）

62,200 1.19

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD

AC ISG (FE-AC)

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内二丁目７－１決

裁事業部）

52,600 1.00

吉岡裕之 大阪府東大阪市 51,600 0.98

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN(CASHPB)

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R

3AB UNITED KINGDOM

（東京都中央区日本橋一丁目９－１）

43,800 0.84

計 － 3,977,000 75.88

（注）１．ジェイコムホールディングス株式会社は、平成28年12月１日にライク株式会社に商号変更しております。

２．当第２四半期連結会計期間末現在における日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラス

ティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）、野村信託銀行株式会社（投信口）の信託業務の株式数につい

ては、当社として把握することができないため記載しておりません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年10月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,239,700 52,397 －

単元未満株式 普通株式    1,300 － －

発行済株式総数 5,241,000 － －

総株主の議決権 － 52,397 －

 

②【自己株式等】

平成28年10月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1)　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

(2)　当社は平成27年９月８日開催の臨時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を12月31日から４月

30日に変更いたしました。これに伴い、前連結会計年度は平成28年１月１日から平成28年４月30日までの４ヶ月

決算となっており、前第２四半期連結財務諸表を作成していないため、前第２四半期連結累計期間の記載はして

おりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年８月１日から平

成28年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,623,748 3,575,024

受取手形及び売掛金 1,062,262 932,034

原材料及び貯蔵品 17,490 11,466

繰延税金資産 111,669 111,669

その他 464,877 208,730

貸倒引当金 △2,335 △2,699

流動資産合計 4,277,713 4,836,227

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,089,874 5,306,513

減価償却累計額 △1,206,310 △1,373,457

建物及び構築物（純額） 3,883,564 3,933,056

リース資産 689,528 689,528

減価償却累計額 △93,141 △109,417

リース資産（純額） 596,387 580,111

建設仮勘定 246,487 226,813

その他 326,046 343,569

減価償却累計額 △205,326 △231,777

その他（純額） 120,719 111,792

有形固定資産合計 4,847,158 4,851,773

無形固定資産 41,237 36,433

投資その他の資産 1,309,861 1,397,160

固定資産合計 6,198,257 6,285,367

資産合計 10,475,970 11,121,595
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 891,346 960,176

リース債務 29,983 30,290

未払金 632,928 552,272

未払法人税等 268,510 190,265

前受金 440,327 531,051

賞与引当金 250,216 337,168

その他 351,541 232,656

流動負債合計 2,864,855 2,833,883

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 3,185,556 3,637,487

リース債務 575,371 560,148

退職給付に係る負債 188,504 203,659

資産除去債務 218,237 226,283

固定負債合計 5,167,670 5,627,579

負債合計 8,032,525 8,461,462

純資産の部   

株主資本   

資本金 285,771 285,771

資本剰余金 510,439 510,439

利益剰余金 1,736,328 1,941,870

自己株式 △137 △137

株主資本合計 2,532,402 2,737,943

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 176 78

退職給付に係る調整累計額 △89,133 △77,890

その他の包括利益累計額合計 △88,957 △77,811

純資産合計 2,443,444 2,660,132

負債純資産合計 10,475,970 11,121,595
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

売上高 7,043,394

売上原価 6,026,737

売上総利益 1,016,656

販売費及び一般管理費 ※ 779,397

営業利益 237,259

営業外収益  

受取利息 2,902

受取配当金 5

設備補助金収入 156,868

その他 15,742

営業外収益合計 175,518

営業外費用  

支払利息 20,866

支払手数料 2,000

その他 286

営業外費用合計 23,153

経常利益 389,625

税金等調整前四半期純利益 389,625

法人税等 131,674

四半期純利益 257,950

親会社株主に帰属する四半期純利益 257,950

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

四半期純利益 257,950

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △97

退職給付に係る調整額 11,242

その他の包括利益合計 11,145

四半期包括利益 269,096

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 269,096
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 389,625

減価償却費 217,354

設備補助金収入 △156,868

貸倒引当金の増減額（△は減少） 363

賞与引当金の増減額（△は減少） 86,951

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 31,361

受取利息及び受取配当金 △2,907

支払利息 20,866

支払手数料 2,000

売上債権の増減額（△は増加） 130,227

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,023

未払金の増減額（△は減少） △38,701

前受金の増減額（△は減少） 90,724

その他 18,743

小計 795,764

利息及び配当金の受取額 2,907

利息の支払額 △23,160

法人税等の支払額 △242,229

補助金の受取額 336,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 869,590

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △276,117

無形固定資産の取得による支出 △157

長期貸付けによる支出 △45,173

敷金及び保証金の差入による支出 △78,540

敷金及び保証金の回収による収入 10,507

その他 14,886

投資活動によるキャッシュ・フロー △374,594

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △479,238

リース債務の返済による支出 △11,777

配当金の支払額 △52,702

財務活動によるキャッシュ・フロー 456,280

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 951,275

現金及び現金同等物の期首残高 2,603,748

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,555,024
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
　　至 平成28年10月31日）

給与手当 139,899千円

募集採用費 99,798

賞与引当金繰入額 8,008

退職給付費用 1,775

業務委託費 220,410

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日）

現金及び預金勘定 3,575,024千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △20,000

現金及び現金同等物 3,555,024
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自平成28年５月１日　至平成28年10月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月22日

定時株主総会
普通株式 52,409 10  平成28年４月30日  平成28年７月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月12日

取締役会
普通株式 52,409 10  平成28年10月31日  平成29年１月13日 利益剰余金

 

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成28年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,916,708 5,126,685 7,043,394 - 7,043,394

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - -

計 1,916,708 5,126,685 7,043,394 - 7,043,394

セグメント利益 129,040 571,880 700,921 △463,661 237,259

 

（注) １．セグメント利益の調整額△463,661千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費

用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

サクセスホールディングス株式会社(E26716)

四半期報告書

14/17



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年５月１日
至　平成28年10月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 49円22銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
257,950

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
257,950

普通株式の期中平均株式数（株） 5,240,908

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 43円10銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
-

普通株式増加数（株） 744,047

（うち転換社債型新株予約権付社債（株）） （744,047）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年12月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………52,409千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年１月13日

 （注） 平成28年10月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年12月13日

サクセスホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古山　和則　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安田　智則　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサクセスホール

ディングス株式会社の平成28年５月１日から平成29年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年

８月１日から平成28年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年10月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サクセスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年10月31

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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